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表紙の写真

フンザの里の銅異常

ヒマラヤの山岳地帯は中島輝元(1985-86)によりrヒマラヤの海とその消滅｣

として本誌(376,387,389号参照)に面かれたようにインド洋の誕生アジア･

イ:ノド大陸の衝突と言った雄大た歴史を秘めている･しかし金属鉱物資源について

はきわだった情靭こ接したことはない｡資源は存在Lたいのであろうか.

ヒマラヤには花嵩岩深部層や変成岩のみならず堆積岩火山岩類も分布してい

る.したがって堆積性や火山性鉱床も分布するはずである.その可自離を求めて

当所とパキスタン地質調査所との共同研究が62年度から始められるがこの写真は事

前調査の折カラコルムハイウェイから対岸に見た含銅硫化物異常地である(9186年

3月18日撮影万原舜三,小笠原正継)･
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